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１．はじめに 

 循環型社会白書によると，2003年（平成 15年）にお

けるわが国の総物質投入量は 19.7 億トンと推計されて

いるが，そのうちの 9.3億トンが建物，社会インフラな

どの形で蓄積されている．都市の成長にあわせ社会基

盤が整備されていく中で，投入される資材は実際に目

に見えている地上部分だけに存在するのではなく，地

下部分にも多く投入されている．具体的には，道路や

上下水道，地下鉄，建築物の基礎杭などである．地下

のマテリアルストックを考慮することは次の都市問題

に関係があると考えられる． 

１）廃棄物処理：地下構造物の廃棄物処理は地上物の

処理に比べコストが高くなることが多く，将来の廃棄

物処理計画においても十分考慮する必要がある． 

２）都市鉱山としての資源腑存量：卑金属であるが鉄

や銅といった資源は地下構造物に多く使われている．

これらの資源量をカウントすることは将来再利用する

可能性のある資材を溜めておく都市鉱山としての都市

の価値を考慮することができる． 

３）ヒートアイランド現象：都市の蓄熱量は蒸発散

の少ない被覆によるものと考えることができるが，

本来土であった地下の構成要素の変化も影響を及ぼ

していると考えることができる．地下のマテリアル

ストックは都市の「石化指数」のようなものとして

捉えることができる． 

 そこで本研究では，社会基盤の整備が進んでいる

と思われるいくつかの政令指定都市における各構造

物（建築物，道路，橋梁，下水道，地下鉄）の地下

のマテリアルストック推計を行う． 

 

２．研究の方法 

 本研究では，札幌市，東京都区部，大阪市など合

計 12の政令指定都市を対象とする．データとしては，

建築物の建物床面積，道路の延長と面積，橋梁の延

長と面積，下水道の延長，地下鉄の営業キロを用い

て，各都市での１平方メートルあたりでの密度の算

定を行う．密度については，市街地が既に形成されて

いるか計画予定とされている市街化区域を使用して密

度を算定する．また，建築物，道路に関しては，建築

物では木造，非木造の２つで，道路ではセメント系，

高級アスファルト系，低級アスファルト系の３つで主

な資材別を分類し，原単位を用いてそれぞれの地下ス

トックを算定する． 

３．推計結果と今後の課題 

 図２~図９に本研究で得られた結果を示す．地下の

マテリアルストックは各構造物で変化の大きさに差は

あるが，各都市とも増加傾向にあることがわかる． 

 道路面積密度と道路の地下マテリアルストック密度

との間に，都市順位の差があることがわかる．これは，

都市ごとに道路構造毎の整備面積に差があるためであ

る．具体的には札幌市では物質投入原単位の小さい低

級アスファルト系や舗装されていない砂利道が多いの

に対して，大阪市では原単位の大きい高級アスファル

ト舗装やセメント舗装が多いためである． 
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図１ 研究フロー図 
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図５ 下水道 
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図６ 地下鉄 
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図４ 橋梁 
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図２ 建築面積 
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図３ 道路 

 建築物と道路をあわせた地下マテリアルストックを

図３に示す．建築物の地下ストックが道路に比べて平

均 5.1倍であるため，建築物の地下ストックの影響が大

きいことがわかった．本報告で算定の対象に入れなか

った下水道や地下鉄といった都市基盤施設を算入する

ことで，地下マテリアルストックはさらに増加するこ

とが予想される． 

 今後の課題としては以下の通りである． 
（１）地下マテリアルストックに加えていなかった橋

梁，下水道，地下鉄の算定． 

（２）上水道，ガス供給施設，護岸等，今回対象とし

ていなかった構造物の算入． 
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       図７ 基礎 
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        図８ 路盤 
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図９ 基礎＋路盤  
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